
　都産技研では、2～20μmの波長領域において、赤外分光反
射率の依頼試験を行っています。主な依頼品は、産業用機器に

使用される反射板や遮熱塗料塗布板、光学機器に組み込まれ

る金属ミラーなどです。依頼品の性能評価では、FT-IRという

測定機器を使用して「正反射率測定」と「全反射率測定」という

二通りの方法で測定を行っています。

　この測定では、基準とする反射板に市販の金ミラーを使用し、

金ミラーの反射率を100％としたときの依頼品の「相対反射率」

で性能評価を行っていますが、より正確に評価するためには、値

付けされた標準反射板を用いて測定することが重要です。

　しかし、光学測定器やレーザー加工機などに使われる金属

ミラーの評価にあたっては、より高い精度での評価を求める

ニーズがあるにも関わらず、赤外領域における標準反射板が

現在は存在していません。そこで、「都産技研として、基準とな

る反射板をつくろう」と考えたのが、本研究のきっかけでした。

　

　基準となる反射板をつく

るために行ったのが、依頼試

験の際に使用している市販

の金ミラーやアルミミラーの

絶対反射率の評価です。絶対

反射が測定できる、ゴニオ

メータ法※を原理とするアクセサリ「STAR GEM」をFT-IRの試

料室に設置して測定を行いました。さらに、測定データの信頼性

を検証するために、理科年表に掲載された金属の反射率データ、

文献に掲載されている金属の光学係数を用いて、反射率算出の

計算式から導いた計算値との比較も行いました。

　その結果、「STAR GEM」による市販品金ミラーの絶対反射率

データの再現性は、波長域約2.5～20μmで±0.5％以内であり、

また、信頼性を検証したところ、理科年表掲載の反射率との偏差

は、波長域2～10μmで±0.5％以内、文献掲載の光学定数を用い

て求めた反射率との偏差は、波長域2～9.9μmで±0.6％以内と

小さく、十分実用的であることがわかりました。

都産技研では、市場や社会的ニーズのある技術課題をテーマとした研究を行っています。
新しい事業や製品化の可能性を生み出すために、中小企業が持つ高い技術力とコラボレー
ションしながら、日々邁進している研究現場の「今」と「未来」を取材しました。

高い再現性を確認できた、
FT-IRとSTAR GEMの組み合わせ

研究「中・遠赤外領域における絶対反射率測定の
検討」のきっかけ

いずれは基準となるオリジナルの反射板をつくり
測定精度を高めたい

TIRI 研究現場のいま 未来
研究・設備紹介

光音技術グループ
主任研究員 中島 敏晴

　現在は、絶対反射率データのさらなる信頼性向上のため、

「STAR GEM」を用いた測定において、他の基準反射板（例えば、

ゲルマニウムなど）を用いて測定データを検証する方法や、V-W

法※を原理としたアクセサリを用いて、測定したデータとの整合

性を確認する方法などを実施しているところです。

　V-W法を用いた測定では、結果として二つの方法で測定した

データを比較することで、データにより高い信頼性を持たせるこ

とができるのですが、各々アクセサリの反射率特性に違いが表

れます。これは測定原理や光学系の構造の違い、迷光、散乱など

の影響が考えられることから、さらにデータを蓄積していかなく

てはなりません。

　課題を一つ一つクリアしながら、いずれは都産技研で実施す

る赤外分光反射率測定の基準となる、オリジナルの反射板を整

備したいと考えています。また、基準反射板を整備することで、測

定の精度を高めていきたいと思います。

ＦＴ -ＩＲ
（フーリエ変換赤外分光高度計）

設 備 紹 介

検出された信号をフーリエ変換
することでスペクトルを得る分
光光度計。絶対反射率はもちろ
ん、分光放射率、分光反射率分光
透過率測定にも対応しています。

仕様

※ゴニオメータ法…光源と検出器の間に何も置かない状態で直接検出器に入射
させて100％とし、サンプル測定時には検出器を移動させ、サンプルからの反射
光を検出器に入射させて測定する方法。入射角を可変にできるメリットがある

※V-W法…100％設定時はV字型の光軸で、サンプル測定時はW字型の光軸と
なることからV-W法という。構造が簡単であるメリットがあるが、絶対反射率の
二乗を測定するため、開平する必要がある

ワークショップ

20日

都産技研の技術セミナーを短時間に凝縮し、「環境にやさしいドライプレス加工
の実験 」「身近なところにナノの世界～蛍光炭素ドットの合成～ 」など14テーマ
開催。実際の技術を体験し熱心に職員に質問される方や最新の技術に興味を持
たれた方など、多くの企業さまが参加しました。

ロボットスクエア
ロボットスクエアでは、触ると可愛い声で鳴くメンタルコ
ミットロボ「パロ」など、生活や仕事に役立つロボットたち
が大集合。20日には、独立行政法人産業技術総合研究所の
大場光太郎氏による「生活支援ロボットとその安全性につ
いて」と題したプレゼンテーションが行われ、ロボットとの
共存をテーマとした研究が発表されました。

21日

特別公演
少子高齢化社会における
人と社会の課題とロボット技術

東京大学ＩＲＴ研究機構　機構長
東京大学大学院情報理工学系研究科　教授下山 勲 氏

「これまでにない」を目指せ！
ヒット企画の発想

元フジテレビエンタメ思考プロデューサー王 東順 氏
21日

チャレンジコーナー
高電圧装置の落雷実験に驚いたり、-30℃
の部屋ではバナナで釘を打ったり…。普段
見られない都産技研の施設を見て、触れ
て、体験できる全31テーマを用意。企業の
方からお
子さま連
れのご家
族まで、多
くの方が
楽しんで
いました。

イベントコーナー
「善ちゃんの笑ってためになるサイ
エンスショー」では身近なものを
使った科学実験に「あっ！」
と驚き、「モンキーのバルー
ンパフォーマンスSHOW!!」
では風船のお花づくりに
チャレンジしました！

ものづくり工作教室
ものづくり工作教室
では、大人と子ども
が一緒になってもの
づくりを楽しんでい
ました。

TIRI MUSEUM
リニューアルした広報誌
TIRI NEWSの表紙をグラ
フィカルにアレンジした
展示。

スタンプラリー
スタンプを集めて
インクが消える
ボールペンをゲッ
ト！

雷を体験しよう

音を見てみよう

少子高齢化による人口減少・世帯構成の
変化から、介護・家事などの場面でロボッ
トが活躍する未来が現実的になっている
ことや、「パーソナル・モビリティロボッ
ト」や「アシストロボット」の実現に向けた
研究、ロボット導入による環境負荷軽減
効果などについて語られました。

「なるほど！ザ・ワールド」をはじめ、多く
のヒット番組を生み出してきた王氏に、
新しいイノベーションを生み出す秘訣に
ついて講演していただきました。キー
ワードは「好奇心・応用力」。王氏がそれを
どのように駆使し、斬新な企画を生み出
してきたのかを、実体験を踏まえつつご
紹介いただきました。

ハイドロカルチャー 電子オルゴール

経木モビールで水族館

熱転写プリント

手づくり真空ポンプ

-30℃の低温体験

都産技研マルシェ
都産技研との共同研究などで開
発した製品を展示・販売。

20日

測定項目 波長範 温度 備考

赤外分光放射出力

赤外分光放射率

赤外分光反射率

赤外分光透過率

1.5～25μm

  2～25μm

  2～20μm

  2～25μm

70～1,000℃

70～500℃

室温

室温

波長領域の短波長側限界は
温度に依存
波長領域の短波長側限界は
温度に依存
波長領域の短波長側限界は
サンプルによる

08  TIRI  News  2013  Nov .　09

REPORT INNOVESTA! 2013を開催
9月20日（金）・21日（土）、都産技研の技術情報や設備・施設を紹介するイベント「INNOVESTA!2013」
を開催しました。実際の測定装置や加工機などを使った企業さま向けのワークショップや、ご家族で楽し
めるスペシャルイベントなど盛りだくさんの二日間。多くのお客さまにお越しいただきました。
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